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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」

3月2日で満2歳を迎える春日

市コミュニティバス「やよい」。

おかげさまで、利用者数も50

万人を突破しました。

や
よ い

コミュニティ
バス

愛されて50万人！
～おかげさまで2周年～

Q
“あなたは知ってる？”

「やよい」の
あんなこと！こんなこと！
Q1 「やよい」の大きさは幅2.01m、長さ

6.99m、高さ2.62m。さて、何人乗りで
しょうか？

Q2 ｢やよい｣の運賃は
いくらでしょうか？

Q3 ｢やよい｣の路線はいくつあるでしょう
か？

Q4 ｢やよい｣のバスセンターは、どこにある
でしょうか？

Q5 ｢やよい｣の車
体後方には、
障害者にやさ
しい機能がつ
いています。
どんな機能で
しょうか？

デ
ー
タ
で
み
る

「
や
よ
い
」の
魅
力

「
や
よ
い
」
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
16
年
10
月
22
日
、
福
岡
大
学
工
学
部

社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
地
域
計
画
研
究
室
の

学
生
が
、「
や
よ
い
」
利
用
者
を
対
象
に
、

卒
業
論
文
の
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
集
計
結
果
や
市
の
統
計
資
料
か
ら
、

「
や
よ
い
」
の
魅
力
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
月
別
利
用
者
数

平
成
16
年
の
月
間
平
均
利
用
者
数
は
2

万
２

０
５
０
・
８
人
。
平
成
15
年
と
比

べ
る
と
、
約
５
・
６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

月
ご
と
に
見
て
み
る
と
、
７
・
８
月
の
利
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」

用
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
夏
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
の
利
用
増

加
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
路
線
別
の
利

用
者
数
は
、
春
日
原
線
が
一
番
多
く
、
次

い
で
須
玖
線
、
桜
ヶ
丘
線
、
平
田
台
線
、

上
白
水
線
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
利
用
目
的

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
利
用
の
多
い
バ
ス

停
と
し
て
、
西
鉄
春
日
原
駅
前
、
徳
洲
会

病
院
、
博
多
南
駅
、
ザ
・
モ
ー
ル
春
日
前

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
買
い
物
や
通
院
な
ど

に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
利
用
者
の
約
３
割
が
乗
り
継
ぎ

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

■
満
足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
の
ほ
と
ん
ど
が

満
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
や
よ
い
」
が
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い

バ
ス
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

「やよい」の年間運行経費はいくら？

平成15年度は、運行経費として約7,800万円かかり、こ
のうち運賃収入（約2,600万円）を差し引いた約5,200万
円を、運行補助金として市の予算から支出しました。
ただし、この運行補助金の80％は、国からの助成金

「特別地方交付税」で賄ってもらっていますので、実質、
市の負担は1,000万円程度となります。
税金の使い道としては効率が良く、市民への還元も大き

いと考えています。

A
“あなたは知ってる？”

「やよい」のあんなこと！こんなこと！
～答えあわせ～

A1 ｢やよい｣は28人乗りです。住宅地の細い道路を通るため、
小回りの利く、ちょうどよい大きさのマイクロバスにしま
した。

A2 ｢やよい｣の運賃は、全区間100円（小学生未満は、保護者1
人につき2人まで無料）。乗車するときに、運賃箱に入れて
ください。車内には両替機がありませんので、必ず乗車前
に100円硬貨を用意しておいてください。
なお、乗り継ぎは無料（同一路線を除く）。最初に乗った
バスを降りるときに、乗り継ぎ券をもらってください。

A3 ｢やよい｣には5つの路線（①桜ヶ丘線②須玖線③上白水線④
平田台線⑤春日原線）があります。

A4 ｢やよい｣のバスセンターはふれあい
文化センター横にあります。すべて
の路線のバスが、ここを同時に出発
し、同じ時間に戻ってきます。

A5 ｢やよい｣の車体後方には、車イス専用リフトが装備されて
います。車内には車イス2台分のス
ペースもあり、誰でも気軽に乗車で
きる、人にやさしいバスとなってい
ます。
もちろん、全席高齢者優先ですの
で、ご協力をお願いします。
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市からのお知らせ�

経済的な理由で就学困難な小・中学生の保護者に

対し、学校給食費や学用品費、修学旅行費などを助

成します。

現在、助成を受けている世帯も、新たに申請が必

要です。

対象

生活保護法に基づく保護が廃止または停止された

が、なお経済的に困っている世帯

世帯全員の平成16年度（または最新）の市民税が

非課税の世帯

平成16年度（または最新）の市民税所得割額（定

率控除後）の世帯合計が、基準額以下の世帯（平

成16年度の基準額は2万5,900円）

児童扶養手当を受給している世帯

その他の事情で経済的に困っていると教育委員会

市は、国民健康保険のより良い運営のため、被保

険者の代表として助言を行う同協議会の委員を募集

します。

委員には、年に3回ほど開催する審議会に出席して

もらいます。

対象 市内に居住し、国民健康保険の運営に関心が

ある20歳以上の人で、春日市国民健康保険の

加入者（春日市の附属機関などの委員を除く）

任期 6月1日～平成19年5月31日（2年間）

募集人員 3人

選考方法 書類審査後に面接

※　書類審査の結果は、通過者にのみ通知します。

応募方法 3月31日(木)（必着）までに、申込用紙に

小論文（テーマ「国民健康保険」、1,200字程

度）を添えて、郵送または直接窓口に提出す

る

申込・問い合わせ先 国保年金課国保担当
1(584)1111 5(584)1141

が認める世帯

持ってくるもの 収入がある世帯員全員の平成16年

度（または最新）の市民税課税証明書（必ず

定率控除後の所得割額が分かるもの）など

※　平成16年1月1日以前から春日市に居住し、平成

16年度の市民税の申告をした人の分は必要ありま

せん。

申込方法 3月28日(月)以降、早めに申請書を直接窓

口に提出する

※　4月助成分は4月28日(木)で締め切ります。また、

4月20日(水)以降に受け付けた分は、初回の支給が

遅れる場合があります。

なお、申請書は学校教育課にあります。

申込・問い合わせ先 学校教育課学校教育担当
1(584)1111 5(584)1153

継続の手続きも忘れずに

就学援助の申請を受け付けます

募集します

春日市国民健康保険運営協議会委員

管理栄養士

業務内容 健康づくり事業に関する栄養相談や栄養

教育など

採用期間 4月1日～平成18年3月31日（1年間）

勤務日数 週3日

勤務時間 午前8時30分～午後5時

※　業務の都合により、勤務日や勤務時間などが変

更となる場合があります。

報酬 月額14万8,500円（雇用保険・有給休暇あり、

社会保険・交通費・賞与支給なし）

募集人員 1人

選考方法 書類審査 面接

応募方法 3月10日(木)（必着）までに、履歴書を

郵送または直接窓口に提出する

応募・問い合わせ先 健康課保健指導担当
1(501)1134 5(501)0051

募集します

春日市嘱託職員
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市は、一層の市民サービス向上に向けて、4月から、

土・日曜日と祝日にも住民票関連の証明書発行など

の業務を始めます。

これは、平日に市役所に来ることができない市民

のために、西出張所（いきいきプラザ内）で実施す

るものです。

ご利用ください。

受付日 4月1日以降の土・日曜日、祝日（年末年始

を除く）

受付時間 午前8時30分～午後5時

受付場所 西出張所（昇町1―120いきいきプラザ内）

取り扱い業務

住民票の写しの発行

印鑑登録証明書の発行

税金の受け取り（徴収） など

※　税金の受け取りは、納付書を持参した場合に限

ります。詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先

市民課受付戸籍担当

税務課
1(584)1111 5(584)1141

4月からスタート

土・日曜日、祝日の証明書発行

4月1日から変わります

高齢者・乳幼児医療費助成

江戸時代の法制（法律・制度）や村の仕組

みをはじめ、農民の生活などが書かれた貴重

な古文書を展示する「滅びゆく近世地方（村

方）文書展～地方文書からみた農民の統制と

暮らし～」を開催します。

当時の農民の実態に思いをはせてみません

か。

期間 3月12日(土)～31日(木)

時間 午前9時～午後5時

※　入館は午後4時30分までです。

会場 同資料館特別展示室（岡本3―57）

○古文書展関連講演会

日時 3月20日(日) 午後2時～4時

会場 同資料館研修室

演題 「地方文書からみた農民の統制と暮

らし」

講師 山田
やまだ

稔
みのる

さん（近世地方文書研究会

会長）

定員 70人（申込先着順）

申込方法 3月1日(火)以降に、電話かファ

ックスまたは直接窓口で住所、氏名、

電話番号を伝える

申込・問い合わせ先 同資料館
1(501)1144 5(573)1077

高齢者医療費助成の廃止

市内に住所を有する満

68・69歳の人を対象に実

施してきた「春日市高齢

者医療費助成制度」を4月

1日で廃止します。

これは、高齢化の進展

による社会情勢の大きな

変化に伴って廃止するも

のです。

ただし、現在、助成を

受けている人と3月31日

までに対象となる人は、

これまでと同様に満70歳に達する月の末日まで医療費の

助成を受けることができます。

乳幼児医療費助成（入院外）の1歳引き上げ

4月1日から、「春日市乳幼児医療費助成制度」の入院外

の対象年齢を1歳引き上げ、4歳に達する月の末日までと

します。

これは、少子化社会における子育て支援策として実施

するもので、入院の場合は、これまでと同様に満6歳にな

った日以後の最初の3月31日までです。

この引き上げに伴い、3月下旬に新医療証を送付する予

定です。

※　いずれも詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先 国保年金課医療担当
1(584)1111 5(584)1141

奴国の丘歴史資料館

滅びゆく
近世地方（村方）文書展

じ　　 か た む ら か た
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春日市郷土史研究会の一員として、長年、市の歴
史や文化財の保護、啓発に努めてきた篠原茂樹さん
(光町)に、2月6日、井上市長から感謝状が贈られま
した。
これは、市文化財に目立った功績がある人を市が
表彰しているものです。
表彰は、昭和53年に、市内の辻

つじ

畑
ばたけ

遺跡(上白水)か
ら出土した板片から｢弥生琴｣を見事に復元した功績

が認められたもので、こ
のほかにも｢春日往来シリーズ｣と題した文化財映像資料の制作も評
価されました。
篠原さんは｢光栄です。これからもシリーズの続編制作に励みま
す｣と文化財の研究に対する意欲は衰えることがありません。

文化財貢献で感謝状

弥生
や よ い

琴
ごと

を復元した篠原
しのはら

繁
しげ

樹
き

さん

市報かすが1月15日号で入賞発表し
た｢第13回弥生の里児童画大賞展｣の授
賞式が、1月30日、ふれあい文化セン
ターで行われました。
式典では、県内の小学生から応募さ
れた8,951点の中から選ばれた銅賞以
上の受賞作品45点がスクリーンで紹介
され、その後、一人ひとりに賞状と記
念品が贈られました。
審査委員長の林

はやし

紀一郎
きいちろう

さん(美術評論
家)は、｢これほど長く続く児童画展は

素晴らしい。毎回、子どもの目で描く作品に勉強させられます。レベルも高い｣と講評。受賞者
は、改めて喜びをかみ締めていました。

――弥生の里大賞の受賞、おめでとうございます。受賞してどんな気持ちですか？
とてもうれしいです。でも自信がなかったので、すごく驚きました。
――とってもかわいいレッサーパンダの絵ですね。
家族と動物園に行ったときに見たレッサーパンダの赤ちゃんがかわいかったので、
この絵を書きました。
レッサーパンダの毛並みを書くのに苦労しました。
――絵画教室に通っているそうですが、きっかけは？
お母さんに勧められて、小学1年生の8月から月に2回通っています。絵を書くこ
とが大好きなので、教室はとっても楽しいです。
――絵を書くことのどういうところが好きですか？
絵を書いていると、いろんなことが想像できます。そういうところが好きです。
――日ごろは、どんなことをして過ごしていますか？
友達とおしゃべりをしたり、鬼ごっこをしたりして過ごしています。家ではよくイラストなどを書いたりもします。
――最後に、将来の夢があれば教えてください。
将来何になるかはまだ決めていません。でも、絵を書くことはずっと続けていきたいと思っています。

喜びを胸に…

弥生の里児童画大賞展授賞式

賞
状
を
観
客
に
披
露
す
る
受
賞
者
た
ち

▼

井
上
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る
篠

原
さ
ん(

右)
▼

弥生の里大賞受賞　川村
かわむら

仁美
ひとみ

さん（春日南小4年）

▲自分の作品が陶板になった記念品を
受けとる川村さん

▲復元された弥生琴
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7 ｢子どもを地域で育てよう｣と題した実践報告会が、2
月13日、ふれあい文化センターで開かれ、地域で子育
てに関わる団体など、大勢の市民が参加しました。
これは、各地区の子育てに関するさまざまな取り組
みを紹介し、他地区の今後の活動の参考にしてもらお
うと市が呼びかけて開いたもの。
ステージでは、春日東、須玖、春日の3小学校校区の
代表者が、スクリーン上に活動の様子を映写して見せ
ながら、内容を詳しく紹介しました。
いずれも、地区公民館を拠点に地域住民や学校を巻
き込みながら、手探りの中で創り上げてきたという活
動の説明に、参加者はしきりにうなずいていました。

青少年育成市民のつどい

積極的な活動を発表

「日本人は嫌いだ」私は、この言葉に衝撃を受けました。
私は、この夏アメリカで、たくさんの友達を作ろうと思っ
ていたからです。国際交流の名の下に、アメリカについた
私は、アメリカの人は誰にでもフレンドリーで、どの国の
人も受け入れてくれる。そんなイメージだけで胸をときめ
かせていました。そんな私にこの一言、なぜ彼がそう言っ
たのか私はとても気になりました。その他にも、日本人と
キャンプでいっしょなんて嫌だと言って泣いている人もい
ました。アメリカの人とのキャンプが進んでいく中で、自
分達の国同士で固まっていた私達も、最初は誰でも緊張す
るものだと思い、どんどん話しかけることにしました。す
るとアメリカの人達は快く受け入れてくれました。どこの
国でも時間の差はあるけれど、思いきって話しかけてみる
事がお互いを理解する第一歩だと感じました。
そんなある日、私はあの時「日本人は嫌いだ」と言った
彼に、その理由を聞くチャンスを得ました。それは、こん
な理由でした。日本人は自分の気持ちをハッキリ伝えよう
とせず、それでいて自分の考えをわかってくれないと、陰
で文句を言う。そういう人達が多いと聞いていたからだ。
私はそれを聞いて少しホッとしました。それは人種として
の差別でなく、人の生き方に対する否定だったからです。
人のことを陰で悪く言う、受け身だけで優しさを求めよう
とする生き方には、私も反対です。彼はその後、自分が日
本人に対してそう思っていたことも偏見だったと謝りまし

た。
でも考えてみると、アメ
リカの人は、誰でも受け入
れてくれると思っていた私
の考えも、実は偏見だった
のではないかということに
気がつきました。私も彼と
同じで、アメリカ人はこう
だと決めつけていたように
思います。
イタリアの人は陽気だとか、日本人はシャイだとか、そ
ういう先入観で人を見るということがありませんか。私は
彼との話の中で、自分の中に潜んでいる差別性に気づくこ
ともできました。大切なのは、相手をイメージや先入観で
とらえることではなく、みんな同じ人間として共に生きて
いくことではないでしょうか。お互いを分かり合えた時に
国の壁を越えて、私たちはつながれたような気がします。
言葉とか、人種とかの違いの問題ではなく、相手を思い
やる気持ち、相手を分かろうとする気持ち、そして、相手
に分かってもらおうとする気持ちが人として最も大切であ
るということに、その事に皆が気づくことができれば民族
間同士の紛争とか対立などは起こらないと思うし、そうす
ることが私たちの務めなのではないでしょうか。かけがえ
のない、たった一つの私達の世界なのですから。

福岡法務局と福岡県人権擁護委員会が県内の中学生から募集した約4万点の人権作文の中から、岩野さんの作品
が奨励賞を受賞しました。
外国人から突然突きつけられた一言をきっかけに、人間にとって大切なのは、人種や国籍を超えて相手を思い

やり、分かり合おうとする気持ちだと気付いた岩野さんの貴重な体験。皆さんの感想をお寄せください。
(人権女性政策課)

全国中学校人権作文コンテスト福岡県大会
福岡県大会奨励賞　春日西中学校2年　岩野友紀さん

いわ の ゆ き

各
校
区
の
独
自
の
取
り
組
み
に
感
心
す
る
参
加
者

▼

「世界は一つ」
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ピ
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全
国
の
窯
元
が
一
堂
に
会
す
る
陶
磁

器
の
展
示
即
売
会
で
す
。

日
時

3
時
18
日
(金)
〜
22
日
(火)

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
（
最
終

日
は
午
後
5
時
ま
で
）

会
場

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
（
福
岡
市

博
多
区
沖
浜
町

お
き
は
ま
ま
ち

7
―

1
）

内
容

▽
陶
磁
器
展
示
即
売
会
▽
華
道

作
家
展
▽
茶
席
▽
テ
ー
ブ
ル
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
▽
ろ
く
ろ
無
料

体
験
　
な
ど

入
場
料

5
0
0
円
（
高
校
生
以
下
は

無
料
）

※
　
前
売
り
券
（
3
5
0
円
）
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
実
行
委
員
会

1(

262)

3
2
6
5

5(

262)

3
3
6
3

h
ttp
://w
w
w
.to
jikifa

ir.jp
/

〇
平
泳
ぎ
水
泳
教
室

対
象

ク
ロ
ー
ル
で
25
m
以
上
泳

げ
、
平
泳
ぎ
の
苦
手
な
18

歳
以
上
の
人

日
程

4
月
5
日
〜
6
月
14
日
の
毎

週
火
曜
日
（
4
月
19
日
、

5
月
3
日
・
17
日
を
除
く
、

全
8
回
）

時
間

午
後
2
時
〜
4
時

参
加
費

2
0
0
0
円

定
員

20
人

〇
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア
教
室
（
音

楽
に
合
わ
せ
た
水
中
運
動
）

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

4
月
7
日
〜
6
月
30
日
の
毎

週
木
曜
日
（
5
月
5
日
を

除
く
、
全
12
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

3
0
0
0
円

定
員

30
人

〇
シ
ル
バ
ー
水
泳
教
室

対
象

水
の
苦
手
な
60
歳
以
上
の
人

日
程

4
月
13
日
〜
6
月
8
日
の
毎

週
水
曜
日
（
5
月
4
日
を

除
く
、
全
8
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

2
0
0
0
円

定
員

20
人

〇
小
学
生
水
泳
教
室

対
象

水
の
苦
手
な
小
学
生

日
程

4
月
15
日
〜
7
月
8
日
の
毎

週
金
曜
日
（
4
月
29
日
を

除
く
、
全
12
回
）

時
間

午
後
5
時
〜
7
時

コ
ー
ス
　
▽
低
学
年
（
3
年
生
以

下)

▽
高
学
年
（
4
年
生
以

上
）

参
加
費

3
0
0
0
円

定
員

各
10
人

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

申
込
方
法

3
月
20
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
教
室
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
小
学
生
は
新
学
年
）、

性
別
、
電
話
番
号
、
当
教
室
参

加
経
験
の
有
無
を
伝
え
る

※
　
い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

3
5
0
0

5(

585)

1
6
3
4

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

人
が
対
象
で
す
。

美
容
や
健
康
、
運
動
不
足
・
ス
ト
レ

ス
の
解
消
に
、
気
功
と
太
極
拳
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

3
月
19
日
(土)

午
後
1
時
〜
5
時

場
所

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

（
大
谷
6
―

28
）

申
込
方
法

3
月
17
日
(木)
午
後
7
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
相
良
さ
が
ら

1(

573)

8
5
0
0
（
5
兼
用
）

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

日
時

3
月
27
日
(日)

午
前
9
時
15
分
〜

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場
（
大
谷
6
―

28
）

種
目
（
部
門
）

○
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

▽
小
学
生
の
部

▽
中
学
生
の
部

○
男
・
女
ダ
ブ
ル
ス

▽
小
学
生
の
部

▽
中
学
生
の
部

▽
一
般
C
級
（
高
校
生
以
上
）

▽
一
般
初
級

※
　
一
般
初
級
は
、
高
校
生
以
上
で
経

験
年
数
3
年
以
内
の
人
で
す
。
た
だ

し
、
主
催
者
の
承
認
を
得
れ
ば
3
年

以
上
で
も
出
場
で
き
ま
す
。

使
用
球

水
鳥
球

参
加
費
（
一
人
1
種
目
）

▽
一
般
　
1
0
0
0
円

▽
高
校
生
　
8
0
0
円

▽
小
・
中
学
生
　
5
0
0
円

申
込
方
法

3
月
15
日
(火)
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
学
校
名
（
学
年
も
）、

性
別
、
電
話
番
号
、
出
場
種
目

を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
本
ま
つ
も
と

千
恵
子

ち

え

こ

（
〒
816
―

0
8
1
2
平
田
台
4
―

9
―

1
）

1(

595)

3
4
2
2
（
5
兼
用
）

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

き
っ
と
見
つ
か
る
。あ
な
た
だ
け
の
逸
品

全
国
陶
磁
器
フ
ェ
ア
IN
福
岡
２
０
０
５

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

第
５
回
菜
の
花
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

春
日
太
極
拳
友
会

た
い
き
ょ
く
け
ん
ゆ
う
か
い

１
日
無
料
体
験
入
門
生
募
集

参
加
者
募
集

温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室

き
こ
う



きいて�きいて�

平成15年3月9日生

小
野
お

の

直
哉
な
お
や

ち
ゃ
ん(

小
倉)

平成14年3月7日生

黒
尾
く
ろ
お

紗す
ず

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

平成14年3月21日生

平
田
ひ
ら
た

翔
瑶

し
ょ
う
よ
うち

ゃ
ん(

日
の
出
町)

平成14年3月30日生

久
保
田

く

ぼ

た

耀
斗
よ
う
と

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

平成16年3月22日生

中
原
な
か
は
ら

そ
ら
ね
ち
ゃ
ん(

平
田
台)

4
月
か
ら
始
ま
る
教
室
で
、
い
ず
れ

も
決
ま
っ
た
曜
日
で
計
10
日
（
ス
ケ
ー

ト
は
計
5
日
）
行
い
ま
す
。

教
室
名
・
受
講
料

▽
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
　
9
5
0
0
円

▽
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　
9
5
0
0
円

▽
エ
ア
ロ
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
　
9
5

0
0
円

▽
水
泳
　
9
5
0
0
円

▽
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
　
9
5
0
0
円

▽
格
闘
技
系
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
　
9
5

0
0
円

▽
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
　
5
5
0
0
円

▽
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
　
6
0
0
0
円

▽
春
休
み
集
中
ス
ケ
ー
ト
　
3
6
0

0
円

申
込
方
法

3
月
2
日
(水)
〜
25
日
(金)

に
、
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し

込
む
（
2
日
(水)
は
直
接
窓
口
の

み
）

※
　
各
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
む
前
に
問
い
合
わ
せ
が
必
要

で
す
。

日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
ス
ポ
ー

ツ
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー
企
画
情

報
課

1(

611)

1
7
1
7

5(

611)

1
6
0
0

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
3
月
11
日
(金)
「
肺
癌
に
つ
い
て
」
・

時
枝
富
和
さ
ん
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科
医
長
）

▽
3
月
18
日
(金)
「
検
査
値
の
見
方
・
考

え
方
〜
血
液
・
尿
検
査
に
つ
い
て

〜
」
・
松
本
佳
隆
さ
ん
（
臨
床
検
査

科
副
主
任
）

▽
3
月
25
日
(金)
「
食
生
活
改
善
の
ひ
と

工
夫
」
・
中
安
知
何
さ
ん
（
管
理
栄

養
室
主
任
）

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

同
病
院
セ
ン
タ
ー
6
階
講
堂

（
須
玖
北
4
―

5
）

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1(

573)

6
6
2
2

5(

572)

0
6
3
3

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、
管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時

3
月
10
日
(木)
・
22
日
(火)

午
後
2
時
〜
5
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

※
　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
6
・
5

km
と
4
km
の
2
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま

す
。予

約
は
不
要
で
す
。
一
緒
に
歩
い
て

運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

3
月
8
日
(火)
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ロ

ビ
ー
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

※
　
タ
オ
ル
、
水
筒
を
持
っ
て
、
歩
き

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

入
園
や
入
学
を
目
前
に
控
え
た
こ
の

時
期
は
、
子
ど
も
の
予
防
接
種
漏
れ
を

見
直
す
よ
い
機
会
で
す
。
定
期
の
予
防

接
種
で
受
け
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
期
間
は
、
通
常
の
診
療

時
間
内
に
受
け
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、
土
・
日
曜
日
や
平
日
の
夜
間
（
午

後
6
時
〜
8
時
ご
ろ
）
で
も
接
種
で
き

る
病
医
院
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

3
月
6
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡
1
階
ア
ト
リ
ウ

ム
・
円
形
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中

央
区
天
神
て
ん
じ
ん

1
―

1
―

1
）

内
容
　
▽
講
演
会
（「
自
分
で
出
来
る

花
粉
症
対
策
」
な
ど
）
▽
く
す

り
の
相
談
▽
耳
鼻
咽
喉
科
に
関

す
る
無
料
健
康
相
談
▽
補
聴

器
・
聴
力
な
ど
の
検
査
体
験
▽

歌
謡
シ
ョ
ー
　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
　
宿
久
耳
鼻
咽
喉
科

1(

574)

4
1
8
7

5(

574)

4
1
8
6

ト
ピ
ッ
ク
ス
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健
　
康

３
月
３
日
は
「
耳
の
日
」

第
17
回
耳
の
日
イ
ベ
ン
ト

受
講
生
募
集

ア
ク
シ
オ
ン
福
岡
ス
ポ
ー
ツ
教
室

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院

健
康
教
室

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

３
月
１
日
〜
７
日
は

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

が
ん

と
き
え
だ
と
み
か
ず

ま
つ
も
と
よ
し
た
か

な
か
や
す
ち
　
か

や
ど
ひ
さ



健
康
度
測
定
を
受
け
て
、
い
き
い
き

ル
ー
ム
で
楽
し
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん

か
。
健
康
運
動
指
導
士
が
一
人
ひ
と
り

に
あ
っ
た
運
動
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

日
程

3
月
19
日
(土)

※
　
当
日
、
過
去
6
カ
月
以
内
に
受
け

た
健
診
結
果
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

内
容

▽
計
測
（
体
脂
肪
率
）
▽
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
・
安
静
時
心

電
図
）
▽
医
師
に
よ
る
診
断
▽

体
力
測
定
（
握
力
・
柔
軟
測
定

な
ど
）
▽
最
大
酸
素
摂
取
量
測

定
（
運
動
負
荷
を
か
け
た
16
分

間
の
自
転
車
こ
ぎ
）
▽
結
果
説

明
と
運
動
処
方

料
金

2
1
0
0
円

定
員

36
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
ル

ー
ム

1(

501)

1
1
6
2
（
5
兼
用
）

乳
幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
促
進
の
た
め
の

貸
し
出
し
で
す
。

運
転
免
許
証
記
載
の
住
所
が
春
日

市
、
大
野
城
市
、
筑
紫
野
市
、
太
宰
府

市
、
那
珂
川
町
の
人
が
対
象
で
す
。

貸
出
期
間

4
月
1
日
〜
9
月
22
日

申
込
方
法

3
月
7
日
(月)
〜
23
日
(水)
の

平
日
に
、
自
動
車
運
転
免
許
証

と
印
鑑
、
交
通
安
全
協
会
会
員

証
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）
を

持
参
し
て
窓
口
で
申
し
込
む

※
　
交
通
安
全
協
会
会
員
を
優
先
し
、

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
（
筑

紫
野
市
二
日
市
南
4
―

8
―

33
）

1(
924)
0
0
6
6

高
齢
期
の
職
業
生
活
設
計
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

45
歳
以
上
の
人

日
程
・
内
容

○
3
月
8
日
(火)

▽
い
き
い
き
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
す
す

め
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
）

○
3
月
12
日
(土)

▽
退
職
後
の
健
康
保
険
・
年
金
の
手

続
き
▽
中
高
年
の
キ
ャ
リ
ア
開
発

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所

同
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅

は
か
た
え
き

前ま
え

3
―

2
―

1
日
本
に
ほ
ん

生せ
い

命め
い

博
多
駅
前
ビ
ル
2
階
）

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

433)

1
0
6
8

5(

433)

1
0
6
9

4
月
か
ら
始
ま
る
中
国
語
実
用
会
話

講
座
で
す
。

コ
ー
ス
・
定
員
・
日
時

▽
入
門
（
初
心
者
）
コ
ー
ス
　
20
人

毎
週
金
曜
日

午
後
6
時
30
分
〜
7
時
40
分

▽
入
門
（
初
級
者
）
コ
ー
ス
　
20
人

毎
週
火
曜
日

午
後
6
時
30
分
〜
7
時
40
分

▽
中
級
実
践
会
話
コ
ー
ス
　
10
人

毎
週
金
曜
日

午
後
7
時
50
分
〜
9
時

▽
上
級
会
話
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス

10
人

毎
週
火
曜
日

午
後
7
時
50
分
〜
9
時

※
　
い
ず
れ
も
1
年
間
で
す
。

会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
中
会
議

室
（
昇
町
3
―

1
0
1
）

受
講
料

月
額
2
5
0
0
円
（
3
カ

月
分
前
納
制
）

※
　
別
途
、
入
会
金
1
0
0
0
円
が

必
要
で
す
。

講
師

李り

霜
華
そ
う
か

さ
ん
（
福
岡
漢
語
学

院
院
長
）

申
込
方
法

3
月
25
日
(金)
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
か
電
話
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
希
望
コ
ー
ス
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

間
は
ざ
ま

祐
一
ゆ
う
い
ち

(

〒
816
―

0
8
5
5
天
神
山
3
―

88)

1(

582)

2
7
6
9
（
5
兼
用
）

講
演
・
講
座

子
育
て

あ
な
た
の
体
力
度
を
チ
ェ
ッ
ク

健
康
度
測
定

筑
紫
地
区
交
通
安
全
協
会

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出

ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

福
岡
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

中
国
語
実
用
会
話
講
座

情
報
ひ
ろ
ば

10先方への電話は3月1日以

降にお願いします。

【ゆずります】

●電動車椅子 N I C K
製 紺色 折りたたみ
式 バッテリー4個付
き(家庭用電気で充電
可能) 中古品 無料
で 市情報政策課広報担

当1(584)1111

※　リサイクルを進めるた
めのコーナーです。営利
目的での利用はできませ
ん。なお、クレームなど
は当事者間で解決してく
ださい。

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿名は
不可)、電話番号、品物名(色、
サイズ、特徴など詳しく)、有
料・無料の別(有料の場合は1
万円を上限とする希望価格)を
書いて「〒816－8501春日市
役所広報担当」あて送ってくだ
さい。

きいて�きいて�

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

く
る
み
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

昔
子
さ
ん

ニ　ッ　ク



きいて�きいて�

５月生まれの赤ちゃん募集中
写真は、赤ちゃんの顔が
大きく写っているもので、
裏に赤ちゃんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
14月1日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成16年3月9日生

大
村
お
お
む
ら

勇
貴
ゆ
う
き

ち
ゃ
ん(

大
土
居)

平成16年3月26日生

小
林
こ
ば
や
し

佳
菜
か

な

ち
ゃ
ん(

春
日
原
北
町)

平成14年3月12日生

佐
藤
さ
と
う

萌
恵
も

え

ち
ゃ
ん(

須
玖
南)

平成16年3月2日生

田
中
た
な
か

愛
弥
ま
な
み

ち
ゃ
ん(

下
白
水
北)

情
報
ひ
ろ
ば

11

講
座
名
・
申
込
開
始
日
・
定
員

▽
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
2
・
3
級
）

3
月
3
日
(木)
・
40
人

▽
パ
ソ
コ
ン
「
ワ
ー
ド
」（
昼
・
夜
）

3
月
4
日
(金)
・
各
20
人

▽
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

3
月
7
日
(月)
・
30
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。
日

程
や
受
講
料
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

1(

671)

6
8
3
1

5(

672)

2
1
3
3

市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
春
日

市
婦
人
会
が
簡
単
に
作
れ
る
家
庭
料
理

を
教
え
ま
す
。

日
時

3
月
27
日
(日)

①
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室
（
大
谷
6
―

24
）

参
加
費

5
0
0
円

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
間

3
月
1
日
(火)
〜
15
日
(火)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

時
間
（
①
か
②
）
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

入
場
無
料
で
、
申
込
も
不
要
で
す
。

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
も
あ
り
ま
す
。

日
時

3
月
13
日
(日)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

太
宰
府
市
体
育
セ
ン
タ
ー
（
太

宰
府
市
白
川
し
ら
か
わ

2
―

1
）

演
題

「
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
最
高
に

生
き
る
た
め
に
」

講
師

村
田
む
ら
た

幸
子
さ
ち
こ

さ
ん
（
元
N
H
K
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
・
解
説
委
員
）

※
　
同
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
12
日
(土)
・
13

日
(日)
に
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
陶

芸
・
生
け
花
・
手
芸
な
ど
の
作
品
展

示
、
舞
踊
・
歌
謡
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食

バ
ザ
ー
、お
茶
席
な
ど
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

太
宰
府
市
女
性
セ
ン

タ
ー
ル
ミ
ナ
ス

1(

925)

5
4
0
4
（
5
兼
用
）

Ｋ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
番

組
に
寄
せ
ら
れ
た「
通
り
ゃ
ん
せ
基
金
」

で
運
営
す
る
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
の
た
め
の
点
字
教
室
で
す
。

日
時

4
月
5
日
〜
6
月
28
日
の
毎
週

火
曜
日
（
計
12
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館
4
階
会
議
室
（
福

岡
市
中
央
区
長
浜
な
が
は
ま

1
―

1
―

34
）

講
師

田
中
た
な
か

聞
多
も
ん
た

さ
ん
（
西
日
本
短
期

大
学
非
常
勤
講
師
）

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

3
月
1
日
(火)
午
前
9
時
30

分
以
降
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｋ
Ｂ
Ｃ
開
発

(株)
点
字
教
室
係

1(

751)

4
0
7
0

5(

715)

1
1
4
8

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
、
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
と

知
的
障
害
者
が
対
象
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

期
間

4
月
14
日
〜
平
成
18
年
3
月
23

日
の
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

（
計
24
回
）

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

定
員

身
体
・
知
的
障
害
者
各
15
人

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し
ま

す
。
な
お
、
初
め
て
参
加
す
る
人
を

優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法

3
月
18
日
(金)
ま
で
に
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接
窓
口
で

申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
を

提
出
す
る

※
　
申
込
書
は
、
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
と

高
齢
障
害
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

3
0
9
0

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

が
対
象
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

3
月
12
日
(土)

午
後
2
時
〜
4
時

場
所

か
す
が
の
郷さ
と

地
域
交
流
ゾ
ー
ン

（
塚
原
台
3
―

1
2
9
）

内
容

「
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に

つ
い
て
」

講
師

瀬
戸
せ

と

裕
司
ゆ
う
じ

さ
ん
（
ゆ
う
心
と
体

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
長
）

申
込
方
法

3
月
11
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

595)

8
1
8
8

5(

595)

6
3
6
1

福
　
祉

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
座

家
庭
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

こ
ど
も
家
庭
料
理
教
室

ル
ミ
ナ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

文
化
講
演
会

通
り
ゃ
ん
せ
基
金

Ｋ
Ｂ
Ｃ
無
料
点
字
教
室

参
加
者
募
集

障
害
者
水
泳
教
室

か
す
が
の
郷さ

と

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
者
教
室



きいて�きいて�

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

夜
光
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

黄
昏
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

聖
龍
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

れ
い
こ
さ
ん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。

情
報
ひ
ろ
ば

12

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
が
6
月
で
開
設
5

周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、
ゆ
り

工
房
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

ゆ
り
工
房
の
仲
間
た
ち
が
真
心
込
め

て
作
成
し
た
木
工
製
品
、さ
を
り
織
り
、

絵
画
、
共
同
作
品
な
ど
を
多
数
展
示
・

即
売
し
ま
す
。
手
作
り
パ
ン
の
販
売
も

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

3
月
11
日
(金)
〜
13
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
最
終

日
は
午
後
3
時
ま
で
）

会
場

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
1
階
交
流
ス

ペ
ー
ス
、
2
階
ゆ
り
工
房
（
小

倉
3
―

2
4
2
―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館

1(

575)

2
2
2
3

5(

575)

2
2
2
4

春
日
市
痴
呆
等
高
齢
者
を
か
か
え
る

家
族
の
会
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
の
会
員

と
一
緒
に
食
事
や
入
浴
、
介
護
の
悩
み

な
ど
を
話
し
合
う
中
で
、
日
ご
ろ
の
介

護
疲
れ
を
癒
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

3
月
19
日
(土)

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

※
　
午
前
10
時
30
分
ま
で
に
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所

国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

太
宰
府
・
み
か
さ
の
湯

参
加
費

5
0
0
円

定
員

10
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

3
月
9
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

※
　
電
話
の
場
合
は
、
午
後
6
時
以
降

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
中
嶋
な
か
し
ま

1(

581)

1
3
7
8
（
5
兼
用
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
理
念
と
し
、

在
宅
福
祉
や
各
種
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
組
ん
で
い
る「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
」

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
訪
問
看
護
員
（
1
・
2
級
）
か

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
取
得

者

※

い
ず
れ
か
の
資
格
取
得
者
で
、
二

種
運
転
免
許
を
持
つ
人
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
運
営
方
法
や
会
費
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人
ふ
れ
あ

い
ネ
ッ
ト
理
事
長
　
大
武
お
お
ぶ

1(

928)

0
4
9
8
（
5
兼
用
）

県
の
施
策
や
制
度
な
ど
を
、
み
な
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
も
の
に
す
る

た
め
、県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

人

※
　
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常

勤
の
公
務
員
、
平
成
15
・
16
年
度
の

同
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
き
ま
す
。

任
期

5
月
下
旬
〜
平
成
18
年
3
月
31

日

コ
ー
ス
（
内
容
）

▽
一
般
コ
ー
ス
　（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
、

会
議
へ
の
出
席
、
随
時
提
案
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ス
　
（
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
、
随
時
提
案
）

謝
礼

活
動
状
況
に
応
じ
て
図
書
券
を

進
呈

募
集
人
員

2
5
0
人

応
募
期
限

3
月
25
日
(金)

※
　
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
県
民

情
報
広
報
課
広
聴
係

1(

643)

3
1
0
3

5(

643)

3
1
0
7

空
き
家
の
あ
る
新
築
ま
た
は
既
存
の

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

3
月
1
日
(火)
〜
9
日
(水)

※
　
詳
し
く
は
、
申
込
期
間
中
、
市
管

財
課
と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1
2
0)

に
あ
る
募
集
案
内
書
を
見

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

1(

713)

1
6
8
3

5(

722)

1
1
8
1

温
泉
で
介
護
疲
れ
を
解
消

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
開
設
５
周
年
記
念

ゆ
り
工
房
作
品
展
示
会

募
　
集

入
居
者
募
集

県
営
住
宅

会
員
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

募
集
し
ま
す

平
成
17
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー



国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
未
納
保
険
料
の
納
付
相
談
や
支
払

い
も
で
き
ま
す
。

日
時

3
月
23
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

市
役
所
ロ
ビ
ー

※
　
年
金
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

南
福
岡
社
会
保
険
事

務
所

1(

552)

6
1
1
1

「
一
戸
建
て
は
維
持
が
大
変
だ
か
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
り
た
い
」「
買
い
物

が
便
利
な
都
心
部
に
引
っ
越
し
た
い
」

「
老
人
福
祉
施
設
に
入
り
た
い
」
な
ど

の
理
由
で
住
替
え
を
希
望
す
る
高
齢
者

が
増
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
住
替
え
た
場
合
に
今
住
ん

で
い
る
家
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
悩

ん
で
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
県
は
、
高
齢
者
の
住
替
え
や

持
ち
家
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、
相

談
・
情
報
提
供
窓
口
と
し
て
「
福
岡
県

あ
ん
し
ん
住
替
え
情
報
バ
ン
ク
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

(財)
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー

1(

725)

0
8
9
6

5(

715)

5
2
3
0

h
ttp
://su

m
ika
e
-b
a
n
k.jp

中
古
車
販
売
業
者
な
ど
が
商
品
と
し

て
所
有
し
て
い
る
中
古
の
軽
自
動
車
な

ど
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
課
税
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
は
、
平
成
15
年
4
月
2
日
以
降

に
取
得
し
た
軽
自
動
車
な
ど
に
限
ら

れ
、
免
除
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
受
付
期
間

3
月
10
日
(木)
〜
4
月

11
日
(月)

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民

税
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
1

大
学
通
信
教
育
を
受
講
し
た
い
人
の

た
め
の
説
明
会
で
す
。

予
約
は
不
要
で
、入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
　

▽
3
月
5
日
(土)

正
午
〜
午
後
5
時

▽
3
月
6
日
(日)

午
前
11
時
〜
午
後
4

時
会
場

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
8
階
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
1
―

4
―

2

エ
ル
ガ
ー
ラ
北
）

参
加
大
学

▽
法
政
▽
中
央
▽
▽
日
本

▽
佛
教

ぶ
っ
き
ょ
う(

大
学
院
も)

▽
近
畿

(

短
期
も)

▽
北
海
道
情
報
▽
日

本
福
祉
▽
武
蔵
野

む
さ
し
の

美
術
▽
近
畿

大
学
九
州
短
期
な
ど
32
校

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

1
0
3(

3
8
1
8)

3
8
7
0

5
0
3(

5
8
0
3)

9
9
3
9

h
ttp
://w
w
w
.u
ce
.o
r.jp

団体名�

民謡連盟 吉田　光佐 501－1997�

舞踊連盟 中島　スマ 571－1518�

器楽連盟 廣瀬　健二 566－9620�

剣詩舞同好会 小柳　揚雅 501－3405�

吟詠連盟 杉本　誠岳 585－4320�

大正琴愛好会 渡邉　幸子 573－0132�

春日三曲協会 遠藤まり子 573－0827�

謡曲連盟 久保　乙行 501－2915�

ダンス連盟（ジュニアダンス） 神尾千鶴子 581－8315�

春日太鼓保存会 樋口　壽人 090－1367－9799�

写真連盟 白水　清光 581－4428�

古文書会 原口　正己 573－4481�

バレエシアター（バレエ教室） 戸高　千秋 572－9566�

子ども劇場 水上　朋子 572－0544�

コーラス連絡会 稲田　博子 585－5251�

郷土史研究会 白水　和幸 582－8194�

社交ダンス同好会 松本　靖子 585－6649�

陶芸協会 小川　全也 501－4795�

帯舞 玉江美江子 571－1110�

囲碁連盟 柴田　忠尚 571－1692�

俳句協会 長崎　　豊 571－3651�

茶道協会 千綿　宗春 582－9303�

華道連盟 大保　翠心 582－0047�

AVC（オーディオビジュアルクラブ） 近藤　正春 595－0177�

短歌連盟 重富　隆穂 571－7156�

書道協会 加生　知彦 591－5370�

盆栽クラブ 川村　昭夫 581－3515�

花づくり同好会 丸山　澄夫 573－7538�

水墨画連盟 大賀　利雄 572－5613�

木彫協会 内田　周夫 591－1385�

伯美美術協会 塚本　義弘 591－2881�

自分史同好会 松尾　征也 574－2026

代表者� 電話番号�
よし だ　　  こうすけ�

なかしま�

ひろ せ　　  けん じ�

こやなぎ� よう が�けん し　ぶ�

さんきょく�

こ もん じょ�

おびまい�

すぎもと� せいがく�

しろうず� きよみつ�

みずかみ� とも こ�

いな だ� ひろ こ�

しろうず� かずゆき�

まつもと� やす こ�

こんどう� まさはる�

しげとみ� たか ほ�

かしょう� ともひこ�

かわむら� あき お�

まるやま� すみ お�

おお が� とし お�

うち だ� かね お�

つかもと� よしひろ�はく び�

まつ お� せい や�

しば た� ただなお�

おお ぼ� すいしん�

ち わた� そうしゅん�

ながさき� ゆたか�

たま え�み　え　こ�

お がわ� たけなり�

はらぐち� まさ み�

と だか� ち あき�

ひ ぐち� ひさ  と�

かみ お�ち　づ　こ�

わたなべ� さち こ�

く　ぼ� おとゆき�

えんどう�

一緒に学びませんか

春日市文化協会会員募集
同協会に加盟している各団体の会員を募集します。

みんなで一緒に学びませんか。

※　練習日など、詳しくはそれぞれの代表者に問い合わ
せてください。

相
　
談

南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所

年
金
相
談

そ
の
他

高
齢
者
の
住
替
え
相
談

福
岡
県
あ
ん
し
ん
住
替
え
情
報
バ
ン
ク

(財)
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

合
同
入
学
説
明
会

商
品
と
し
て
の
中
古
軽
自
動
車

軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除

情
報
ひ
ろ
ば
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３月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１　（５８４）７７３９ �

須玖南２-１２０（すくすくプラザ内）�

光町児童センター�
（５０１）７０１４（　兼用） �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４（　兼用）�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�
�
古瀬兄さんのバドミントン教室　��
午後2時～4時、場所：須玖小体育館、10人�

7日、14日、15日（安全点検日）、20日、21日、28日�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�
※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�
※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは3月1日(火)午後5時から受け付けます。（１人１行事まで、市民優先）�
※ 申し込みは、電話か直接窓口で申し込んでください。なお、子どもの自主性を尊重するため、小学生以上は本人が申し込んでください。�
　どうしても本人が申し込めない場合は、相談してください。�
※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。�

ヨチヨチひ・ろ・ば（0～1歳児向け）　須玖：10日、光町：10日、毛勝：9日�

ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向け）　光町：9日、11日、16日、毛勝：10日、17日�

ルンルンひ・ろ・ば（2～3歳児向け）　須玖：11日（場所：日の出町公民館）23日（場所：下白水北公民館）、毛勝：11日（場所：白水ヶ丘公民館）�

チョコだいすき！（チョコレートフォンデュ）�
①午前10時30分～11時30分②午後2時～3時�
③午後3時30分～4時30分、各5人、150円�

料理の花道（手打ちピザ）�
午後2時～4時、小学3年生以上、6人、200円�

親子サロン（0～2歳児向け）� 午前10時30分～正午�

おいでよ♪あかちゃん（0～1歳児向け）��
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザ�

かんたんクッキング（春のお菓子）�
午後1時30分～3時、12人、150円�

ボールｄｅバトル～パート1～　午後2時～3時�

ボールｄｅバトル～パート2～　午後2時～3時�

光流ドッヂボール　午後3時～4時�
�
たのしいおはなし（3月の誕生会）�
午後2時～3時�

ドッジボール大会（3館合同）�
午後1時～4時、場所：大谷小学校体育館�

ナイトスペース　午後5時～6時�
中学生以上�

一輪車教室�
①乗れない人：午後2時～3時②乗れる人：午後3時～�
4時、各15人�

光の国フレンドパーク�
・ゲームコーナー、おたのしみショーなど（午後1時�
 ～午後5時）��
・ふれあい動物園（午後2時～5時）��
・ポニー体験乗馬（①午前10時30分～②午後2時～、�
 各先着50人）�

卒業おめでとう！デイキャンプ　午後2時～9時��
小学6年生、30人、700円�

卒業パーティー　午前10時30分～正午��
小学6年生、100円　　（19日まで）�

和紙で花作り（貝母百合）��
午後1時30分～3時30分、10人、200円��
インラインスケート教室�
午後1時30分～3時30分、10人�

一輪車教室　午後2時～4時、10人�

おまたせ！トランポリン　午前10時30分～正午��
おはなしひろば（1･2･3月生まれの誕生会）��
午後1時～2時�

ぼうけんまるまつり�
・劇団風の子九州による上演（午後2時～3時）��
・ゲームコーナーなど（午後3時～5時）�

ナイトスペース　午後5時～6時、中学生以上�

鬼ごっこバラエティ　午後4時～5時�

すくすく育児相談　午前10時～11時30分�

親子サロン　午前11時～11時40分�

やきもの体験教室　午前10時～正午��
場所：のぼり窯体験広場、15人、100円�

プラばんつくろう！�
①午前10時30分～正午②午後2時～3時30分、�
20円�

卒業記念パーティー　午前11時～午後4時��
小学6年生、20人、500円�

毛勝フェスタ　午前10時～午後3時�
・ふれあい動物園�
・コミックショー（午後1時～2時）��
・昔あそびコーナー（午前10時30分～正午）、出店など�

挑戦！ギネス　午後2時～3時、5歳以上�

めざせオリンピック　午後2時～3時�

今日のおはなしなーに？　午後2時～2時30分�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時30分�

親子エアロビクス　午前10時30分～11時20分�
マタニティビクス �
午前11時30分～午後0時30分、妊婦、10人�

たのもー！道場やぶり　午後4時～5時、5歳以上�

午前11時～��

　　　11時40分�

8日（火）�

9日（水）�

10日（木）�

11日（金）�

6日（日）�

13日（日）�

16日（水）�

17日（木）�

19日（土）�

22日（火）�

23日（水）�

24日（木）�

25日（金）�

27日（日）�

30日（水）�

31日（木）�

26日（土）�

5日（土）�

12日（土）�

親子向け�

遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

午前10時～午後5時�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

かい ぼ  ゆ  り�

優
勝
め
ざ
せ
！

３
館
合
同
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

昨
年
6
月
の
卓
球
大
会
に
続
く
、

各
セ
ン
タ
ー
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
合
同

行
事
で
す
。

小
学
生
以
上
な
ら
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
他
の
セ
ン
タ
ー
の
選
手
と

交
流
を
図
り
、
校
区
を
越
え
て
友
達

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

た
く
さ
ん
の
応
援
も
待
っ
て
い
ま

す
。

※
　
日
程
は
下
の
行
事
予
定
表
を
見

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

各
セ
ン
タ

ー

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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こ
れ
ま
で
何
人
も
の
芥
川
賞
作
家
を
生

み
出
し
て
き
た
「
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
」。

35
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
選
考
の
結
果
、

最
上
位
の
佳
作
（
最
優
秀
賞
は
該
当
作
品

な
し
）
に
、
相
川
英
輔
（
本
名
　
岩
尾

い
わ
お

祐ゆ
う

介す
け

）
さ
ん
の
作
品
「
打
棒
日
和

だ
ぼ
う
び
よ
り

」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

仕
事
を
し
な
が
ら
、
毎
日
１
0
0
0
字

の
創
作
を
自
ら
に
課
し
て
い
る
と
い
う
岩

尾
さ
ん
。
日
ご
ろ
よ
く
通
っ
て
い
る
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
若
い
女
性
が
速

い
球
を
本
気
で
打
ち
返
し
て
い
る
様
子
を

見
て
「
軽
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
感

じ
た
」
と
言
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
目
新

し
い
内
容
の
作
品
を
書
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
岩
尾
さ
ん
に
は
、
そ
の
光
景
が
そ
の

ま
ま
ア
イ
デ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

作
品
は
、
図
書
館
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
働
く
19
歳
の
女
性
が
主
人
公
。
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
通
う
の
が
楽
し
み
な

彼
女
と
、
周
囲
の
人
間
が
巻
き
起
こ
す
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
中
心
に
物
語
は
進
ん

で
行
き
ま
す
。

実
は
、
こ
の
文
学
賞
と
岩
尾
さ
ん
と
は

縁
が
あ
り
、
昨
年
は
創
作
仲
間
の
上
原

う
え
は
ら

輪り
ん

さ
ん
が
同
賞
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
仲
間

の
受
賞
に
刺
激
を
受
け
、「
い
つ
か
は
自
分

も
」
と
思
っ
て
創
作
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
へ
、
今
回
の
受
賞
の
連
絡
が
入
り
、

「
と
て
も
驚
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

気
に
な
る
周
囲
の
反
応
に
つ
い
て
は
、

「
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
応
募
し
て
い
た
の
で
、
誰

も
気
付
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

す
ぐ
に
親
類
や
友
人
か
ら
連
絡
が
来
て
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
と
予
想
外
の
反
応
に

う
れ
し
そ
う
な
様
子
。
中
で
も
、
一
番
喜

ん
で
く
れ
た
の
は
や
は
り
両
親
。
特
に
父

親
の
征
三
郎

せ
い
ざ
ぶ
ろ
う

さ
ん
は
、
原
稿
を
何
度
も
読

み
直
し
て
は
、
そ
の
都
度
感
想
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
程
だ
そ
う
で
す
。

普
通
、
こ
れ
ほ
ど
の
賞
を
手
に
し
、
周

り
の
人
か
ら
祝
福
を
受
け
れ
ば
、
誰
し
も

浮
か
れ
気
味
に
な
り
が
ち
な
も
の
。
し
か

し
、
岩
尾
さ
ん
の
口
か
ら
出
て
き
た
言
葉

も
う
コ
リ
ゴ
リ
・
・
・

前
号
の
散
歩
道
に
書
か
れ
て
い
た
と

お
り
、
初
め
て
「
ぎ
っ
く
り
腰
」
を
や

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
朝
、

仕
事
に
行
く
準
備
を
し
て
い
た
時
の
こ

と
。
着
替
え
の
た
め
に
前
屈
み
の
姿
勢

を
と
っ
て
い
た
そ
の
時
、「
ゴ
キ
ッ
!!
」

鈍
い
音
と
激
痛
が
体
を
突
き
抜
け
ま
し

た
。
痛
く
て
動
け
な
い
状
況
で
、
と
り

あ
え
ず
何
と
か
手
を
の
ば
し
て
携
帯
を

と
り
、
ぶ
ざ
ま
な
格
好
の
ま
ま
実
家
と

職
場
に
連
絡
し
ま
し
た
▼
腰
は
曲
が
り
、

歩
く
こ
と
も
困
難
。
ト
イ
レ
に
行
く
の

も
一
苦
労
。
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
も

激
痛
が
走
り
、
寝
返
り
す
る
の
も
恐
る

恐
る
。
▼
整
体
な
ど
に
通
い
、
何
と
か

痛
み
は
と
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
時
の
痛

み
と
状
況
は
今
思
い
出
し
て

も
・
・
・

。
お
気
づ
き
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、
前
号
の
「
こ
ん
に
ち
は
健
康

運
動
指
導
士
」
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

(

？)

〝
腰
痛
予
防
〞
を
掲
載
し
て
い
ま

し
た
。
早
速
私
も
取
り
組
も
う
と
思
っ

て
い
ま
す
▼
話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、

お
か
げ
様
で
「
市
報
か
す
が
」
が
8
0

0
号
を
迎
え
ま
し
た
。「
町
政
だ
よ
り
」

と
し
て
第
１
号
が
発
行
さ
れ
て
早
41
年
。

歴
史
を
感
じ
ま
す
▼
現
在
、
第
１
号
か

ら
最
新
号
の
8
0
0
号
ま
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◯川

は
「
自
分
の
力
を
、
も
う
１
段
階
上
げ
な

け
れ
ば
」。
こ
の
言
葉
を
口
に
す
る
理
由
は
、

今
回
の
受
賞
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
、
創

作
仲
間
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

「
作
品
の
読
み
や
す
さ
」
に
あ
る
と
か
。
つ

ま
り
、
裏
を
返
せ
ば
「
ス
ラ
ス
ラ
と
読
め

る
が
、
文
章
に
力
が
足
り
な
い
」
と
も
取

れ
、
本
人
も
そ
れ
を
十
分
に
自
覚
し
て
い

る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。「
自
分
の
持
ち
味
で

あ
る
読
み
や
す
さ
の
中
に
、
力
強
さ
を
加

え
る
。
今
後
は
そ
れ
を
意
識
し
て
書
い
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、「
目
指
し
て
い
る
の
は
、
読
者
が
面

白
い
と
感
じ
る
作
品
を
提
供
す
る
こ
と
。

書
く
か
ら
に
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
読
ん

で
も
ら
え
る
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
し
、
と
に
か
く
今
は
書
け
る
だ
け
書
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、
作
家
と
し
て
一
人
前
に
な
れ
た
ら
い

い
で
す
ね
」
と
語
る
岩
尾
さ
ん
。

間
も
な
く
、
雑
誌
「
文
學
界

ぶ
ん
が
く
か
い

」
４
月
号

に
「
打
棒
日
和
」
が
掲
載
さ
れ
、
作
家
と

し
て
い
よ
い
よ
舞
台
を
全
国
区
に
移
し
ま

す
。
読
者
か
ら
の
反
応
を
、「
楽
し
み
な
半

面
、
怖
さ
も
あ
り
ま
す
」
と
言
い
な
が
ら

も
心
待
ち
に
す
る
岩
尾
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

相川
あいかわ

英輔
えいすけ

さん（平田台）

曇
り
の
ち
晴
れ
・
散
歩
道
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市 の 人 口

●総人口 109,775人

（前月比－32人）

女 55,918人　男 53,857人

●世 帯 数 42,875世帯

●転 入 385人　●出 生 94人

●転 出 445人　●死 亡 69人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲2月10日　春日南小学校

市
報
か
す
が
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2月12日、のぼり窯体験広場で行われた「や
きもの作り教室」の様子。初心者でも気軽に
挑戦できる手びねりの焼き物づくりとあって
親子での参加も多く、参加者は思い思いの作
品を作り上げました。

表
紙
の
写
真

(1/31現在)

春日原小学校恒例の｢原っ子文化祭｣が、1月28日、同校体育
館で開かれ、全校生徒が学年ごとに劇やミュージカルなどを披
露しました。
1学年を締めくくるこの文化祭を毎年楽しみにしている保護
者はもちろん、地域の住民らも多数詰めかけ、会場は超満員。
どの学年も1年間の成長ぶりをうかがわせる発表に、観客は
目を細めながら見入っていました。
また、発表終了後は、春日高校吹奏楽部のお兄さんお姉さん
約50人が友情出演。子どもたちのよく知るアニメや童謡を演奏

した後、各楽器を紹介してくれたり、一緒に歌ってくれたりと、音楽を通じた高校生と小学生との心温まるふれあ
いとなりました。 （広報レポーター　堤

つつみ

美由紀
み ゆ き

）

春日原小学校　1年の締めくくりは「原っ子文化祭」

今、奴国の丘歴史資料館で｢写真でたどるむかしの春日｣と題し、
民俗企画展が開催されています。
この企画展は、昔の写真を通して、春日市の歴史や文化を考え
るきっかけにしてもらおうと行われているもので、昭和30～40年
代の写真を中心に、約140点を展示しています。
今では市内でほとんど見ることができなくなった田園風景や、
そこで汗を流して働く人々、戦後の街並みや学校、今と変わらず
元気な子どもたちなどの様子が館内にあふれています。昔懐かし
い情景の数々を、あなたも見に来ませんか。（3月6日(日)まで開催）

昔の春日にタイムスリップ！　写真でたどるむかしの春日

2月5日・6日の2日間、春日西中学校生徒会がダイエー春日店で、スマト
ラ沖地震の被災者救済のための街頭募金活動を行いました。
これは、同会が今回の甚大な被害のありさまを知り、「自分たちにも何か
協力はできないだろうか」と話し合って、実施を決めたもの。
今回の活動には、生徒会執行部のほか、多くの生徒が応援を兼ねて参加。
生徒たちの熱心な呼び掛けに、来店した多くの人たちが快く応じていました。
なお、2日間で集まった募金4万8,187円と1月25日～2月8日に同校で行
った募金の総額20万1,535円は、ユニセフを通じて現地に届けられました。

スマトラ沖地震の被災者救済　春日西中学校生徒会が街頭募金

ばる


